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１．研究計画の概要 

本研究では、都市経済学、地域経済学および

国際経済学を、空間経済学として束ね、世界

の都市システムを解明し、さまざまな経済諸

問題を解決することを主な目的とする。具体

的には、Krugmanに始まる空間経済学の理論の

再構築、Alonsoに始まる都市経済理論の実証

分析をもとにした都市環境問題の解決、世界

の都市経済システムの再編に伴うさまざまな

社会階層間の格差の研究、および国際貿易構

造と生産要素の国際間移動の解明が、本研究

のねらいである。 

 研究は以下の三つの課題に大別される。 

(1) 空間経済学の基礎理論の再構築 

 経済活動の集積、多様な産業間の連関、知

識創造と動学的外部性、複数均衡と安定性の

諸問題、社会厚生分析。 

(2) 都市空間構造と都市階層システム 

 大都市における混雑などの外部不経済と企

業集積による外部経済の理論と実証分析。 

 (3) 技術進歩と国際経済 

 情報通信や交通施設などの社会共通資本の

蓄積が都市経済にもたらす効果のの理論と実

証分析。 
 
２．研究の進捗状況(600-800字) 
(1) 空間経済学の基礎理論の再構築 

 クルーグマンが関発した空間経済学におい

て、いかなる状況のもとに自国市場効果が表

れるか、生産要素や居住としての土地の果た

す役割について、多角的に分析を行った。藤

田は、異質な人間が交換する知識によって新

たな知識・イノベーションが創造されること

の空間経済学へのミクロ経済学的基礎を確立

した。関税などの交易費用が大国と小国で非

対称であることに着目し、空間経済学の新た

な理論を展開した。また、国際貿易のデータ

を収集し、理論の検証を行っているところで

ある。 
(2) 都市空間構造と都市階層システム 

 世界の大都市が直面している都市問題に関

して、効率性や公平性の観点から分析した。

都市集積がもたらす負の外部性として、長距

離通勤、交通混雑、環境汚染などに着目する

と同時に、都市集積がもたらす正の外部性と

して、財・サービスの多様性や企業間取引費

用の節約などに焦点を当て、大都市圏のデー

タ収集と実証分析を行った。さらに、都市内

部の空間構造を分析し、中心市街地と郊外の

サブセンターの関係を調べている。 

(3) 技術進歩と国際経済 

 交通や通信などの技術進歩が、経済活動の

空間分布にどのような影響を与えるかについ

て、理論面を中心に分析を行った。輸送技術

に規模の経済があるときには、産業活動の分

布はどのように変化するか、地域間・国際間

の所得格差は拡大するかといった問題を、経

済発展論と交通経済学に焦点を当て分析を進

めている。 

 
 以上得られた結果は、内外の学会や研究会
で報告し、活発な議論を行っている。 
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②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
空間経済学の基礎理論と都市空間のシス

テムについては、ある程度の研究成果をあげ
ることができ、学会等で報告を行い、いくつ
かの国際誌に掲載された。 
 ただ、技術進歩と国際経済については、予
想どおりの分析結果が出ていないの現状で
ある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 空間経済学の基礎理論の再構築について

書いたdiscussion paperを改訂中である。 

(2) 都市空間構造と都市階層システムについ

て書いたdiscussion paperを改訂中である。

また、さらに詳しい実証分析を行う。 

(3) 技術進歩と国際経済については、さらに

詳しい実証分析を行う。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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